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１．研究計画の概要 
小林・益川理論がクォークに働く弱い相互

作用のＣＰ非対称の起源であることが明ら
かになった今、Ｂファクトリーにおける研究
の主題は、ＣＰ非対称現象をプローブとする、
新しい物理、すなわち小林・益川理論を含む
素粒子の標準理論の枠組みに収まらないよ
り根源的な物理の探索に移りつつある。本研
究は、この新しい物理の探索を、Ｂ中間子崩
壊のうち、Flavor Changing Neutral Currents 
(FCNCs)によって引き起こされる崩壊の精密
測定によって行うものである。ここで、FCNCs
とは、b→sg、 b→s l+l- (l は eまたは m)、 
b→ s g（gはグルーオン）、 b→ d g などの
素過程で表されるクォークの種類（flavor、 
フレーバー）が b から s あるいは d に変換
する中性カレント反応（反応の始状態の電荷
(-1/3)と終状態の粒子の電荷の総和(-1/3)
が等しく、電荷のネットな流れがない反応）、
すなわち、本研究の主題フレーバー変換中性
カレントの総称である。本研究では主に次の
３つの崩壊反応の精密測定を目指している: 
1)b→sg に起因する B0→ ファイ中間子＋Ks
中間子における時間に依存したＣＰ非対称
度、 2)b→dg に起因する B0→KSKS における
時間に依存したＣＰ非対称度（標準理論の予
言は 0 であり、0 からのズレは標準理論を超
える物理の明白な証拠となる。そして、 3） 
b→sl+l- に起因する B0→Xs l+l-の崩壊分
岐比である。 
 
２．研究の進捗状況 
 H19 年度の b→dg に起因する B0→KSKS に
おける時間に依存したＣＰ非対称度の測定

に引き続き、H20 年度は、b→sg に起因する
B0→ ファイ中間子＋Ks 中間子および B0→
K+K-Ks における時間に依存したＣＰ非対称
度の精密測定に成功した。これで、当初、本
研究計画として予定した測定の 3分の 2にあ
たる測定が完了した。これらの結果から、標
準理論を超える物理に対する新たな指針を
得た。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
申請時の計画から大きな変更無く、着実に成
果を挙げているから 
４．今後の研究の推進方策 
本研究計画の目指す、もう一つの崩壊反応の
測定、b→sl+l- に起因する B0→Xsl+l-の崩
壊分岐比の測定を H21 年度中に完成させ、本
研究計画の総括を行う。 
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